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５＋１ かたぐるま型 



②（①の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ぼくも わかるよ。くるるんがね、ごろろーん って よんでるんよ。＞ 

なるほどねえ、それで？ 

＜ごろろんが うた うたってたけど、ふりむいた。＞ 

＜王さまと かえるは、なんで テレビで くるるんたちを みてるのかなぁ・・・＞ 

＜王様、１くるるんが きましたよ。って、カエルが いってる。＞ 

＜おぉ、１くるるんじゃなぁ＞ 

君たち、天才だねえ。まるでカエル語が分かるみたい❤ 
 

 

 

 

 

《王様のパクパク人形》 

紙コップ（試飲用の小）を縦に２か所切り込んで上下に

開き、絵を描く。 

再現の操作活動で活躍します。 

「王様の命令」は５つあります。「くるるんたちのくらし」

にも王様が登場します。 

＊「王様のパクパク人形」と「カエル」の作り方は、「さん

すうしぃ」検索 
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③（②の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ごろろんと くるるんがね、ごろろーん、かたぐるま してぇ。いいよぉ って、いってる。＞ 

＜５たす１？＞ 

＜カエルも ５たす１って いってるのかなぁ？＞ 

＜でも、たすマークじゃぁ ないよねぇ？＞ 

＜なんで たし算なん？＞ 

＜かたぐるま するから かな？＞ 

＜カエルのは ？マークが ついとるよね。＞ 

＜おうさまに おしえて もらってる のかな？＞ 

＜え～、がっこう みたい だね。＞ 
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④（③の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜かたぐるま❤。イェーイ。だって。たのしそうだね。＞ 

＜カエルたちよ、よく みてごらん。５たす１は、６だ。＞ 

その下にも なんか言ってるみたいだけど？ 

＜それはね、くるるんが うれしそうだねって いってるんじゃない？＞ 

＜ごろろん たす １くるるんは、６ って、カエルが いってる。たぶん。＞ 

＜ちがうよ。ごろろん たす １くるるんは、１かたぐるま って いってるんじゃないかな？＞ 

カエルたちと王様は、言ってることがちょっとちがうのかな？ 

＜そうかも。＞ 

＜カエルたち、ちゃんと べんきょう してるね。＞ 
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➄（④の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の日。 

＜ごろろんが はしってきたよ。＞ 

＜くるるんは、まってたのかなあ？＞ 

＜おうさま、ごろろんが きました。＞ 

＜あぁ、１と５じゃなぁ。＞ 
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⑥（➄の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜くるるんは、また かたぐるま してもらうんだね。＞ 

＜カエルが、ごろろん たす １は、１かたぐるま ですよねって いってるのかな？＞ 

＜うん。でも、おうさまは １＋５だぞ って いってる？＞ 

＜おうさまは、「ちがうんだ！」って、たちあがった のかもよ。＞ 

え？ 「１＋５」と 「５＋１」は、おなじじゃないの？ 

＜え～と、きのうも くるるんと ごろろんは かたぐるましたよね？ちょっと まえの ところを

もういっかい みせて。＞・・・ 

・・・＜ほら、ちょっと おはなしが ちがうんだ。＞ 

へぇー！おどろいた。式がちがうのは、お話が違うからなのかぁ。 
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⑦（⑥の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜みてごらん。１＋５＝６だよ。＞ 

＜１くるるん たす ごろろんは、１かたぐるま ですね。＞ 

すごい語学力だね。１＋５＝６の下は？ 

＜あれはねぇ、くるるんも ごろろんも うれしそうだな。 っていってる。＞ 

君たち、天才だね❤ 
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⑧（⑦の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「また 次の日」だって。 

＜ごろろんです。＞ 

＜おうさま、３くるるんが はしって きましたよ。＞ 

＜たしざんだな。＞ 

＜なんか、かたむいてるよ。＞ 

＜ちがうよ、カエルが テレビを たてむきに しているみたい。＞ 

＜なんで？＞ 

＜かたぐるま したら、せが たかくなるからじゃ ないかなぁ。＞ 
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⑨（⑧の裏） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「
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し
て
ま
た
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の
日
・・
・
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⑩（⑨の裏） 
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⑪（⑩の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜
ご
ろ
ろ
ん

 
た
す

 
４
く
る
る
ん

 
で
す
ね
。
 
っ
て
、
め
が

 

と
び
だ
し
て
る
よ
っ
！
＞

 

＜
こ
た
え
は

 
３
か
た
ぐ
る
ま
の

 
９
。
 
ほ
ん
と
じ
ゃ
！
＞

 

＜
カ
エ
ル
た
ち
、
み
て
ご
ら
ん
。
５
＋
４
＝
９
だ
。
ご
ろ
ろ
ん
も

 

く
る
る
ん
た
ち
も
、

 

う
れ
し
そ
う
だ
な
。
＞

 

「く
る
る
ん
た
ち
の

 
く
ら
し
、
お
し
ま
い
。
」 

 



⑪ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①（⑪の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「くるるんたちの くらし」 

あ、くるるんだ。なにいってる 

のかな？                  ＜＞は、子どもの反応の例 

＜マイク もってる。＞ 

＜くるるんテレビって かいてあるよ。＞ 

＜ほんまじゃ。カエルが なんか ゆびさしてるね。＞ 

＜ぼく、わかるよ。おうさま、ごろろんですよって いってるんだと おもう。＞ 

＜すごいね。じゃあ、おうさまは？＞ 

＜おぉ、ごろろんじゃなぁ って。＞ 

 

この紙芝居は、子どもたちと一緒に、あなたが紡いでいくもので

す。一緒に絵を見て、子どもたちからお話を引き出していってくださ

い。 友だちや先生と一緒に絵を読み解き、自由に発言したり友だ

ちの気付きに共感したりしながら、楽しんでいってほしいと願ってい

ます。 

ト書きを読んでもらってもいいのですが、読むというよりは、目の

前の子どもたちに語りかけるようにやってみてくださいね。 


